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論文審査の要旨  

 正常妊娠と思われていても 5－10％の妊婦は早産し、その原因は細菌性腟症

から上行性感染による絨毛膜羊膜炎に起因すると考えられている。いったん絨

毛膜羊膜炎を起こしてしまうと不可逆的に進行し、早産を治療することは困難

となるため、早産予知は臨床的に極めて重要である。しかし、現時点では早期

に発見する優れたパラメータは存在しない。口腔内細菌叢により、唾液の pH

が食事により容易に低下する（緩衝能が低い）患者は齲歯に罹患しやすいとい

う関係が知られていることから、腟内細菌叢による腟分泌物緩衝能の有無が早

産に関係するのではないかという仮説のもと、申請者は腟分泌物 pH と腟分泌

物緩衝能が早産予知のための有効な新規バイオマーカーとなりうるかどうか

を検討した。237 症例を対象とし研究を行った結果、対照群と比較して切迫早

産群の腟分泌物 pH 値はより高値で、腟分泌物緩衝能はより低値であることを

見出した。また腟分泌物 pH と緩衝能 ROC カーブによる検討から、切迫早産

群と対照群を区別することができた一方、切迫早産群の中から実際に早産に至

る患者と早産に至らない患者は区別することはできなかった。本研究の結果か

ら、その診断基準を決めるには更なる研究が必要ではあるが、独創的な着想に

より膣分泌物 pH と緩衝能は切迫早産を診断するのに有用なパラメーターであ

る可能性を見出し、さらに既存の検査法と比較して簡便かつ安価な検査法であ

ることを示した。本研究は、臨床応用に向けて非常に期待できる研究成果であ

り、学位授与に値するものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに産婦人科学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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